
 

 

 

令和７年度 

富山県自主防災組織リーダー研修会 

実施報告書 

 

 

 

【目次】 

１ 実施概要（実施状況の写真を含む） 

２ 研修日程（時間割入り） 

３ 参加者名簿 

４ アンケート調査票及び集計 

 ５ 講義資料  



 

 

１ 実施概要 

 

１ 目 的 

  この研修会は、自主防災組織の指導的立場にある者を対象とし、高度の知識、技

能を習得させるとともに、その役割についての自覚を高め、その地域における自主

防災組織活性化のために活躍できる人材の育成と組織づくりを積極的に推進できる

人材の養成を図り、地域防災力の強化に資することを目的とします。 

 

２ 日 時 

  令和７年８月２日（土）10時 00分から 15時 00分まで 

 

３ 会 場 

富山県防災危機管理センター ３階研修室（富山市新総曲輪１－７） 

 

４ 参加者 

(1) 県内の自主防災組織リーダー  

(防災危機管理センター) 107 名 (リモート会場)75 人  

(2) 県職員・市町村職員 現地会場       6 人 

リモート会場   7 人    

 

５ 研修内容 

 (1) 開講式 

   開講にあたり、山口防災課長から主催者挨拶がありました。主催者挨拶では、

本県が被災した１月１日の能登地方を震源とする能登半島地震並びに同年６月、

８月に発生した大雨・土砂災害の災害などについて触れ、自主防災組織のリーダ

ーが中心となって日頃から備えておくことの重要性について説明しました。 

 

 (2) 講義１「キキクルの操作方法等について」 

  ア 講 師 

    富山地方気象台 防災管理官 宝田 司様 

  イ 概 要 

気象庁のホームページを活用した、防災気象情報の収集方法並びにその活 

用方法についてご講義いただきました。様々な種類の警報・警戒情報の定義や発

令される状況について触れながら、実際にそれらが発令される状況に陥った際に

どのような防災気象情報を活用することができるかについて、実例を交えながら

わかりやすく解説していただきました。数ある防災情報の中からどういった情報

を取捨選択すべきかについて、大変参考になる講義となりました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 講義２ 「自助・共助における災害時のトイレの確保について」  

  ア 講 師 

    特定非営利活動法人 日本トイレ研究所 代表理事 加藤 篤様 

  イ 概 要 

   災害時の避難所におけるトイレをとりまく事情についての講義いただきました。 

災害時におけるトイレの種類やその必要個数についてクイズ形式で楽しく学ぶこ 

とができ、参加者の皆様も大変熱心に受講されていました。また、阪神淡路大震災 

等の大災害時におけるトイレ事情について現場の事情を学ぶことができ、災害時 

におけるトイレの重要性を再認識させるものでありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 閉講式 

   参加いただいた県民の皆様への修了証の交付をもって終了いたしました。今

回は、リモート会場にてご参加頂けた方も多く、多くの方に終了証を交付しまし

た。 

   今回の研修会に参加された皆様には、研修を通じて得られた知識や技術を各地

域に持ち帰り、地域の皆様と話し合って地域防災力の向上に取り組んでいただ

くことを期待しています。 



 

 

 

２ 研修日程 

 

 

日時：令和７年８月２日（土）10時 00分から 15時 00分まで 

会場：富山県防災危機管理センター ３階研修室 

時 間 
所要 

時間 
項 目 講師・内容等 

9：20～10：00 40分 参加者受付 富山県防災危機管理センター３階 

10：00～10：15 15分 
開講 

(オリエンテーション) 

主催者挨拶 

日程説明等 

10：15～12:00 

(15分延長) 
105分 

講義Ⅰ 

「キキクルの操作方法等に

ついて」 

質疑応答 

講師：富山地方気象台 

防災管理官 宝田 司様 

12：00～13：00 60分 昼食 

13：00～14：30 90分 

講義Ⅱ 

「自助・共助の観点から捉

える災害時におけるトイレ

の確保について」 

質疑応答 

講師：特定非営利活動法人 

日本トイレ研究所 

代表理事 加藤 篤様 

14：30～15：00 30分 
閉講 

（修了証の交付等） 

修了証交付 

アンケート記入 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

４ アンケート調査票及び集計 

 

実施要領：電子アンケート 

回 答 数：86名 

回 答 率：46.2％ 

 

    

番

号 
設問 回答 集計 

1 
〔研修会全般〕この研修会は、役

に立つものでしたか。 

大変役に立った 68 

やや役に立った 18 

ふつう 0 

あまり役に立たなかった 0 

全く役に立たなかった 0 

2 
講義「キキクルの操作方法等につ

いて」は役に立つ内容でしたか。 

大変役に立った 32 

やや役に立った 33 

ふつう 18 

あまり役に立たなかった 3 

全く役に立たなかった 0 

3 

講義 「自助・共助における災害時

のトイレの確保について」は役に

立つ内容でしたか 

大変役に立った 77 

やや役に立った 9 

ふつう 0 

あまり役に立たなかった 0 

全く役に立たなかった 0 

4 

今後このような研修会を受講する

場合、どの災害の研修を受講した

いですか 

（２個まで選択可能） 

地震・津波 58 

風水害 44 

土砂災害 15 

雪害 17 

火山 0 

住宅火災、林野火災 5 

原子力災害 2 

寄り回り波 1 

災害全般 18 

5 
座学のみ 25 

オンラインのみ 26 



 

 

今後このような研修を受講する場

合、どのような形式の研修を受講

したいですか。 

座学とオンラインのハイブリッド形式

(状況に応じてフレキシブルに対応) 35 

そもそも受講したくない 0 

6 

講義（座学）を受講する場合、ど

のような内容を受講したいです

か。 

（３個まで選択可能） 

自主防災組織としての日ごろの備え

（防災啓発、防災訓練、資機材保守点

検等）に関すること 60 

気象や災害情報の収集・伝達に関する

こと 12 

避難誘導に関すること 28 

避難所運営に関すること 49 

避難行動要支援者対策に関すること 28 

災害の体験談 13 

他の地域の自主防災組織の取組みに関

する事例紹介など 29 

地区防災計画策定に関すること 12 

その他 0 

7 

実習（ワークショップ、図上訓練

等）を受講する場合、どのような

内容を受講したいですか。（３個

まで選択可能） 

災害図上訓練 DIG（地域の災害危険箇

所、避難施設、避難経路等の把握） 36 

避難所運営訓練 HUG（図上で避難所運営

を想定した訓練） 39 

災害対応運営訓練 SUG(現場活動(共

助)、要配慮者の保護、地区防災対応本

部の運営等を想定した訓練) 40 

出火防止・初期消火（災害発生時の家

庭での火の止め方、消火器の使い方

等） 12 

負傷者の救出・救護（家屋に閉じ込め

られた人の捜索、救助等） 14 

応急訓練（心肺蘇生・AEDなどの普通救

命講習等） 11 

避難誘導（煙体験、避難誘導方法、住

民同士の協力体制等） 25 

給食・給水・トイレ（非常食糧、飲料

水、調理方法等） 37 

グループディスカッション（被災経験

者を交えたディスカッション等） 11 

その他 0 

8 
あなたの地域の自主防災組織の活

動情況はいかがですか。 

活動が活発 11 

ふつう 47 

活動が低調 26 



 

 

自主防災組織が未結成 1 

 

 

番号 設問 市町村 回答 

2-1 2 での

質問に

ついて

「あま

り役に

立たな

かっ

た」ま

たは

「全く

役に立

たなか

った」

理由は

何です

か 

砺波市 今まで知っていた情報から、特に，新規情報はなかった。 

砺波市 特に見る必要がないと感じたから 

砺波市 スマホに NHK防災・Yahoo防災速報のアプリが入っており、使いや

すいので。 

  
 

 

 

 

 

番

号 

設問 市町村 回答 

8-

1 

あなたの

自主防災

組織の

「活動が

低調」な

理由は何

ですか 

富山市 活動方法がわからない 

富山市 関心の無い人が多い 

富山市 災害が自分ごとではない。災害にあったら、仕方ないとの諦め。 

富山市 リーダー自身の防災に関しての知識不足による。 

富山市 町内会運営の活動に加えて、防災組織の活動もするのは、 

人材不足の町内では大変である。 

富山市 理解がない 

富山市 災害への危機意識が小さい。 

富山市 年 1度の避難訓練しか活動していない事 

富山市 危機意識がない。何をすれば良いかわからない、 

富山市 自主防災に関心が無い 危機感が無い 災害が他山の石  

富山市 過去、災害が無いので意識が低い 

富山市 町内会全体で統一して防災意識を高めるのが難しい 

富山市 地区トップの理解不足 

富山市 中心メンバーとなる人材の確保 

高岡市 組織の活動の流れが確立されていない。 

高岡市 災害が身近に感ぜず、万一に備える危機感意識がない。 



 

 

砺波市 仕事が忙しく、なかなか、会合が開催できない。 

小矢部市 リーダーが短期間で交代 

南砺市 担当者 それぞれの意識の差 

南砺市 住民の組織編成に迷っている。以前の講義で地域の班を主体とした編

成の方が 

良いと習った。今の体制は、毎年各しゅうらくや各班から上がった人

で 

構成されている、毎年メンバーや担当する係が違う。 

南砺市 少子高齢化の影響。役員の高齢化と働き方の変化！ 

射水市 やる気がない点 

射水市 活動のやり方がわからない 

上市町 活動を現在立ち上げ中 

 

番

号 

設問 市町村 回答 

9 あなたの

地域で実

際に自主

防災活動

を行うに

あたり、

課題や疑

問点があ

ればご自

由にご記

入くださ

い 

富山市 容介護者の個人情報問題で、住民に説明できない。 

富山市 避難所である小学校を利用した地域全体参加型の避難訓練などできれ

ばよいと思う 

富山市 自主防災活動に理解がある住民と、必要性を理解しない、しようとし

ない住民との意識レベル格差が激しい。 

富山市 隊員の参画意識の高め方。 

その為の具体的な活動事例を紹介していただきたいです。 

富山市 自主防災と行政の分担の範囲があいまい。 

自主防災組織の運営の担い手不足。 

富山市 安否確認が問題です 

富山市 人間関係が難しい 

富山市 具体的にどのように進めればよいかよくわからない。 

富山市 組織としての訓練不足で、いざという時に昨日するかが心配。普段か

ら災害を想定した訓練の積み上げを行っていきたい。 

富山市 防災活動を担う若手人材の発掘が課題。後 5年で世代交代が必須。 

地域の年齢構成が高齢化しているので避難行動要支援者が増加してお

り、支援体制構築が急務である。 

富山市 他人任せの為に研修会等を開催計画するにも参加率が悪い。 

実際に体験した事がないため実感がわかない。 

まず各自の危機感を植え込む必要があると思います。 

富山市 実体験がないため、各班（情報班、消火班、救出救護班、避難誘導

班）がどういう動きをしたらよいかがよく分かっていない。 

どういった訓練がよいのか知りたいです。 

富山市 初めてのことで課題ですとか疑問点が何がどうっていうのがまだわか

りません。 



 

 

富山市 自治振興会と連携しながら、総合的な防災訓練の実施 

地域の皆さんが興味を持つようなゲーム、イベント等を考えながら、

防災訓練をすべきと考えます。私どもの地域では、千年に一度の常願

寺川が氾濫しない限り洪水災害に合うことはあまり考えられないの

で、日頃の防災意識は低いと思われます。 

＜日頃からの備え＞ 

１、箪笥、食器棚、本箱等の倒壊防止対策 

２、家の耐震化 

３、火災感知器の設置 

４、非常用持ち出しものの整理、何を持っていく、 

５、避難場所等の確認と把握 

６、高齢者、弱者（身体障害者、体の不自由な人、認知症者、子供、

一人世帯）の把握と、避難時の対応をどうするか 

＜避難時対応の課題＞ 

１、自治振興会、町内会、各種団体、防災士間の連携はどのようにす

るか 

２、地域の皆さんへの避難場所、ルートを周知徹底して日頃から備え

る 

３、避難場所での運営と管理方法は、 

４、避難所の設備設置、食事、プライベートの配慮、寝床、トイレな

どの避難環境整備をどうするか 

＜まずは自分の身は、自分で守る＞ 

地域の皆さんと共に災害に対しての意識づけをし、いざという時に協

力できるような環境づくりを目指したいと考えます。 

富山市 住民全員に自主防災とは何か理解し感心を?持ってもらいたい。 

高齢者が多く集会所に集まれない。 

富山市 他の地域の自主防災活動を教えて欲しい。 

富山市 住民全体の防災に対する意識が薄く、訓練等の参加案内を出しても決

まった人しか参加しない。 

富山市 各校区内でも、町内の状況によって対応方法が異なると思うが、 

どうするのが正解なのか、それを根拠に持って説明して納得してもら

うのが難しい、信じてもらえない 

富山市 昔は避難と言えばすぐに「避難所」ということでしたが、今では避難

する場所や避難の仕方が多様化しています。避難する場所は、指定避

難所、自宅の高い所、ホテル、安全な地域の知人宅などがあり、避難

の仕方は、若い家族ならワンボックスカーによって家族単位で避難し

たり、高齢者であれば自宅の２階以上等々いわれています。こういう

現代で、町内会は住民の避難をどこまでやればいいか（避難対象者

は、全住民か、情報弱者か、一人で避難できない人だけか、避難の呼

びかけに答えた人だけか、避難時期は、避難指示が出る前か、避難指

示が出てからか等）悩んでいます。 



 

 

富山市 年間 3度ぐらいの、防災に関する集まりが理想だと思いますが、現実

には、2回ぐらいです。 

自分自身の時間が確保出来ないのと、まだ地区の方々の、防災意識が

低い（能登沖地震）でも、避難せず、自宅待機が約 7割近くでした。

いままで、避難の経験が無い方々多い状況です。 

今回 5強を経験しましたので、これを機会に危機感の自覚を持ち、お

互いに協力の意識を向上できればと思います。先日、福田純子様にご

講演（市民大学）いただき、貴重なお話を聞き、大変学ばせていただ

きました。こういった機会が小さな町内や公民館でもどんどん行わ

れ、防災の意識が高まることを願います。 

富山市 組織の強化、活性化と日頃からの防災についての意識の醸成。 

富山市 こうゆうことは、初めなのでまだわからないことが沢山有ります。 

これから勉強していこうと思います。 

高岡市 みんなの理解 

高岡市 ３０世帯程度の町内防災会です。近隣防災会の活動事例や先行事例を

知って取り入れる機会を十分に得ていません。また、多機能自治活動

への取組みに並行して、適正規模の組織作りが課題と考えています。 

高岡市 要支援者への支援時の接し方とその対応や、平時のコミュニティへの

情報共有。 

特長（個性が強く出る）の有る方への対応。 

高岡市 当集落で備えるべく災害は地震と風水害であり、地震の備えを優先的

に考えている。 

届出避難所登録を終えた現在、やはり備蓄すべきもの(3日間くらい

か？)を整理したいが、どのように検討したらよいかご教示頂けたら

ありがたい。 

砺波市 自主防災の活動に限らず、近年の世帯数増加に伴う居住者間の地域連

携が課題です。 

自主防災を地域活動の根幹に位置づけるよう活動します。 

砺波市 活動が、マンネリ化している。 

活動に、協力してくれる人が集まらない。 

砺波市 防災意識の啓発 

砺波市 洪水に対しての、避難場所が少ない。 

砺波市 要支援者の避難。 

発災しても、避難所にいけばなんとかなる。と思っている人の意識を

変える。 

砺波市 防災意識の向上 

小矢部市 自主防災リーダーが少ない。 

組織運営能力が足りない。 

小矢部市 数人のリーダーが長期間なれば、良いのだと思う 

南砺市 高齢化による安否確認がこれからの心配事です。 



 

 

南砺市 能登半島地震で皆さん関心を持つようになりました。 

南砺市 少しずつ 意識の高い方を増やしたい 

南砺市 住民から防災用品はどこで買えますか？と聞かれます。 

専門店が無いので、ネット購入を勧めています。 

今年度はうちの地域づくり協議会で、住民全体に回覧板で「簡易トイ

レ」と「防災ラジオ」を斡旋販売しました。防災意識の高い方には喜

ばれました。近くの防災用品のお店ができれば有り難いです。 

南砺市 住んでいる地域によって抱える課題が違う。やるべき訓練の内容も違

うはず。避難所運営の比率が高いようだが、私たちの地域では在宅避

難が一番重要となると思っている。先ずは自宅、自宅の車庫、納屋若

しくは隣家で何とかしのいでもらう。そのための準備や装備、そして

技術が必要ではないかと思う。今日のトイレ研修などは何処で避難し

ていても共通する課題であろう。より多くの住民が意識と技能を高め

る そのためにどうアプローチすべきか、悩んでいる。 

射水市 参加人数の確保 

射水市 DIGや HAGを取り入れて、活発では、あるが、住民との温度差がある

ように思う 

射水市 目的意識をどうしたらよいか。 

自分の問題として、何をどうしたらよいかわからない 

射水市 地域住民の意識向上にはどうすれば良いか 

射水市 住民の方々の防災意識を高める方法､ネットが無い方への対応など課

題が多い｡ 

射水市 自主防災活動の訓練数が少ないのでどこまで通用するのか不安であ

る。 

上市町 参加者が少ない 

上市町 協力者の発掘 

上市町 現在、支え合いマップ作り作成中。 

意識の共有化、レベル化が難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５ 講義資料 

 

 

講義Ⅰ 
 

「キキクルの操作方法等について」 
 

 

令和７年 8 月２日（土）10：15～12：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山地方気象台 

防災管理官 宝田 司 
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講義Ⅱ 
 

「自助・共助の観点から捉える災害時に

おけるトイレの確保について」 
 

 

令和７年 8 月２日（土）13：00～14：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 

代表理事 加藤 篤 
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自助・共助の観点から捉える

災害時におけるトイレの確保について

2025.8.2

加藤 篤（NPO法人日本トイレ研究所 代表理事）

排便記録参加校募集
日本トイレ研究所は、11月10日（いいトイレの日）～19日（国連・
世界トイレの日）を「トイレweek」として、トイレ・排泄の大切さ
を啓発する活動を行っており、その一環として、「児童・生徒の排便
記録」を実施しております。
ご参加いただける学校には、「うんちチェックシート」（記録用紙）
とあわせて、排便・排尿・災害時のトイレ等について学べる冊子「ト
イレの教科書」を希望人数分、提供いたします。
子どもたちには、排便記録をきっかけに、体の状態に関心を持ち、健
康管理ができるようになってもらいたいと考えています。

実施概要
対 象：小学校、中学校
申込締切：2025年9月5日（金）
記録期間：2025年11月10日（月）～16日（日）

©  NPO Japan Toilet Labo.
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3
兵庫県・兵庫県警調べ

©  NPO Japan Toilet Labo.

出典：災害に強い学校施設の在り方について（文部科学省）

©  NPO Japan Toilet Labo.
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5
調査：名古屋大学エコトピア科学研究所 岡山朋子（2011年度調査） 協力：NPO法人日本トイレ研究所

仮設トイレは何日で行き渡るでしょうか？

3日以内

34％

4日～14日以内

45％

©  NPO Japan Toilet Labo.

6
© 2020 NPO Japan Toilet Labo.

65.7%

30.6%

38.5%

28.6%

36.1%

34.4%

2.9%

11.1%

13.3%

0.0%

11.1%

5.6%

2.9%

11.1%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

阪神淡路大震災（n=35）

東日本大震災（n=36）

熊本地震（n=195）

3時間以内 6時間以内 9時間以内 12時間以内 それ以上

地震後、何時間でトイレに行きたくなったか？

3時間以内 ６時間以内

72.9％

66.7％

94.3％

水や食料より早く必要

調査：阪神淡路大震災・尼崎トイレ探検隊／東日本大震災・日本トイレ研究所／熊本地震・岡山朋子（大正大学人間学部人間環境学科）
©  NPO Japan Toilet Labo.
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トイレが嫌

くさい、汚い
暗い、怖い
寒い、遠い
男女共用
数が少ない
段差がある
など

交感神経緊張

脱水・低体温

免疫力低下

血液粘度上昇

など

発災

飲まない

食べない

心筋梗塞
脳梗塞
肺塞栓症
心不全

インフルエンザ
肺炎

尿路感染症
膀胱炎

下痢・便秘
ノロウィルス

など

水洗トイレ
が使えない ストレス

集団生活

©  NPO Japan Toilet Labo.

能登半島地震における避難所トイレの被災状況調査

目 的

実 施 日

実 施 者

協 力

調査方法

調査対象

：被災状況、災害用トイレ等の設置・充足状況等を把握し、
避難者が安心してトイレを利用できているか把握すること

：2024年2月10日～2月11日
2024年2月24日～2月25日

：NPO法人日本トイレ研究所

：公益社団法人日本医師会、公益社団法人石川県医師会
公益財団法人日本財団

：避難所等の現場確認および運営担当者等にヒアリング

：輪島市内避難所 12か所
七尾市内避難所 09か所

©  NPO Japan Toilet Labo.
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仮設トイレの設置まで要した日数

n=10

• 仮設トイレの設置日がわかっている１０か所のうち最も早く到着したのは、

1月3日で、１週間以内６０％、２週間以内３０％、１５日以上１０％だった

～3日
10%

4日～7日
50%

8日～14日
30%

15日～
10%

©  NPO Japan Toilet Labo.
9

出典：能登半島地震における避難所トイレの被災状況調査（NPO法人日本トイレ研究所）

屋外トイレの照明・レイアウト状況

１６か所の避難所のうち室外照明（トイレおよび周囲を照らす専用の照明）

があったのは３１％、男女別等のレイアウトが明確だったのは４４％

あり

31%

なし

69%

n=16

10
©  NPO Japan Toilet Labo.

あり

44%

なし

56%

n=16

男女別等のレイアウトが明確トイレ室外照明の有無

出典：能登半島地震における避難所トイレの被災状況調査（NPO法人日本トイレ研究所）
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トイレ対応の基本的考え方

© NPO Japan Toilet Labo.

12©  NPO Japan Toilet Labo.
12
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携帯トイレ

13

©  NPO Japan Toilet Labo.

14

参考：トイレの教科書（トイレweek）https://www.toilet.or.jp/projects/toiletweek/

© NPO Japan Toilet Labo. 出典：トイレの教科書（トイレweek）
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人× 回×最低 日

回分が必要です

４ ５ 3
60

携帯トイレの必要数

© 2020 NPO Japan Toilet Labo.
© NPO Japan Toilet Labo.

16

携帯トイレの規格適合評価

© NPO Japan Toilet Labo.

〇 評価項目

１）構 造（必須項目）

２）性 能

⑴ 吸収性能（必須項目）

⑵ 防臭性能（任意項目）

３）表 示 （必須項目）
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携帯トイレの使い方（ポスター・運用マニュアル）

ポスター（A3サイズ・防水）

100部 20,000円（消費税・送料別）

運用マニュアル（A4サイズ・4ページ、PP加工）

100部 20,000円（消費税・送料別）

企画・作成 NPO法人日本トイレ研究所

©  NPO Japan Toilet Labo.

Copyright JAPAN TOILET LABO All Rights Reserved

簡易トイレ

©  NPO Japan Toilet Labo. 18
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マンホールトイレ

©  NPO Japan Toilet Labo.

写真:宮城県東松島市下水道課

浄化槽

便槽 下水道

© NPO Japan Toilet Labo.

マンホールトイレの普段使い（写真：東松島市建設部下水道課）
20
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仮設トイレ（快適トイレ）

資料:国土交通省 技術調査課

© NPO Japan Toilet Labo.

イタリアのトイレ
写真：左上・右（日本トイレ研究所）

写真：下 水谷嘉浩氏

（避難所・避難生活学会 代表理事）
©  NPO Japan Toilet Labo.

イタリアの移動式トイレの例
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© NPO Japan Toilet Labo.

24

https://www.youtube.com/c/LABOTOILET/

©  NPO Japan Toilet Labo.
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© NPO Japan Toilet Labo.

災害時トイレ衛生管理講習会
災害時でも安心して使用できるトイレ環境を作る人材を育成します。
【主催】NPO法人日本トイレ研究所 【受講料】基礎編22,000円／計画編22,000円

2025年12月13日～14日

© NPO Japan Toilet Labo.

健康と生活を守ろう!家庭・職場に1冊必携

災害とトイレについての基本知識から、家庭や職場ですぐに

できる備え、集合住宅や地域で協力したい対応のポイント、

避難所での時間を快適に保つ工夫について、トイレ衛生の専

門家が解説。家庭や職場で備えたい方から、地域の防災リー

ダーや行政・企業の防災担当者まで、健康と生活を守るため

に1冊必携のハンドブックです。

体裁四六判・192頁

定価本体2000円＋税

26
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まとめ

①トイレの備えについて話し合う

②携帯トイレを購入する

③実際に使ってみる

④避難所のトイレを確認する

⑤使いやすいトイレ環境を整える

© NPO Japan Toilet Labo. 27

28

ご清聴ありがとうございました

©  NPO Japan Toilet Labo.

ご登録は
こちらから

日本トイレ研究所のメールマガジン

（勉強会や記事などのご案内）




